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英語の能力に優れた者で、次のいずれかのスコアを有するもの

就職先／アマゾンジャパン合同会社、伊藤忠商事株式会社、SMBC信託銀行、SCSK、NTTデータ、NTTドコモ、NTTファシリティーズ、
サイバーエージェント、JCB、東京都庁、トランスコスモス、バンダイナムコフィルムワークス、日本航空、三井住友カード　など

2021年度入学　経済経営学部経済経営学科経営学コース　小島 ゆい

2023年度入学　経済経営学部 経済経営学科 経済学コース　ビートン 愛美

出願のきっかけ

進学先 大学院／Lund University（スウェーデン）、清華大学（中国）、東京都立大学、東京大学、旧・東京工業大学、一橋大学

高等学校(中等教育学校、特別支援学校の高等部を含む。)を
2027年３月卒業見込みの者又は2026年４月以降に卒業した者

2027

2026年5月発行
株式会社パットンファイヴ

高校時代にイギリスへ留学しましたが、当時はあまり積極的に行動できなかったことが大きな後悔として残
りました。その経験をきっかけに、大学でも再び留学したいと考えるようになりました。ちょうどその頃、
都立大のオープンキャンパスに参加する機会があり、国際副専攻の存在を知りました。多くの支援制度が整
っているこのコースは、「必ず留学したい」と考えていた私にとって非常に魅力的でした。

将来の展望

大学では西イングランド大学へ留学し、二度のイギリス留学を通
じて、グローバルに働きたいという思いが一層強くなりました。
高校時代は受け身で限られた人間関係にとどまっていましたが、
大学では行動範囲が広がり、自らコミュニティを広げる中で多国
籍の友人と深い関係を築くことができました。その結果、異文化
理解も表面的なものから実体験に基づくものへと変化しました。
海外での経験を通じて日本の良さも再認識し、日本に貢献しな
がら海外と関わる仕事に就くことを目標に就職活動に取り組んでいます。
受験生へのメッセージ
大学生活は、それまでの学校生活とは大きく異なり、多様なバックグラウンドを持つ人
々と出会える貴重な機会です。４年間をどう過ごすかによって、自分の将来は大きく変
わります。周囲からのプレッシャーなど大変なこともあると思いますが、充実した学生
生活に向けて、ぜひ受験勉強を頑張ってください。

入学後の印象

入学後、まず印象に残っているのは、周囲の英語力の高さです。帰国子女の方や、日本で育ちながらも高い
英語力を身につけている方など、さまざまなバックグラウンドを持つ学生と出会えたことは大きな刺激に
なりました。

授業の感想

１・２年次には、留学に向けたディスカッションやプレゼンテーション、ライティングのスキルを磨くカリキュ
ラムが充実しており、留学申請時のIELTSスコア取得にもとても役立ちました。また、異なる主専攻の学生と
共に学ぶことで視野が広がり、さまざまな分野において英語を実践的に学ぶことができたと感じています。

出願のきっかけ

母の知り合いに勧められたことがきっかけで、オープンキャンパスに参加しました。授業
内容や交換留学について話を聞く中で、英語が得意で「絶対に留学したい」と思っていた
自分にぴったりのコースだと感じ、出願を決めました。

留学生活を経て

西オーストラリア州のエディス・コーワン大学に２学期間留学しました。大変なこと
もありましたが、それ以上に多くの国際的な友達と出会い、さまざまな経験をする
ことができました。語学力だけでなく、人としての自立や成長も実感できた、充実し
た１年間だったと思います。

将来の展望

主専攻である経済・経営を軸にしながら、観光や海外マーケティングに関心を持って学びを深めています。
将来は、自分の発信や経験も活かしながら、国境を越えて人や文化をつなげるような仕事に関わりたいと
考えています。

受験生に向けてのメッセージ

大学生活は、それまでの学校生活とは大きく異なり、多様なバックグラウンドを持つ人々と出会える貴重
な機会です。４年間をどう過ごすかによって、自分の将来は大きく変わります。周囲からのプレッシャーな
ど大変なこともあると思いますが、充実した学生生活に向けて、ぜひ受験勉強を頑張ってください。

入学後の印象

何より、さまざまなバックグラウンドを持つ面白い仲間に出会えたことが一番良かった
です。専攻を超えた交流だけでなく、育ってきた国や文化が違う仲間といろいろな話を
したり、留学について相談し合ったりできて、とても刺激的な環境でした。

授業の感想

さまざまな分野の教員による英語の授業は、内容も専門的でレベルが高く、とても刺激
的で楽しかったです。文化や社会について英語で学ぶだけでなく、ディスカッションやラ
イティングの機会も多く、留学に向けた準備にもつながりました。

【注】スコアの有効期限は出願期日より過去２年以内とする。各種試験の自宅受験版のスコアは認
めない。
（※１）対象となる試験は、B1 Preliminary, B2 First，C1 Advanced，C2 Proficiency とす
る。指定されたスコアを超えていれば合否は問わない。（※２）実用英語技能検定は指定されたス
コアを超えていれば合否は問わない。S-CBT・S-interview方式についても有効とする。（※３）
GTEC（Advanced）は、オフィシャルスコアに限る。（※４）IELTSは、アカデミック・モジュールに
よるスコアに限る。（※５）TestDateスコアのみを有効とする（My Bestスコアは活用しない。）。
（※６）TOEIC L&R/TOEIC S&Wは、TOEIC S&Wのスコアを2.5倍にして合算する。



名倉：自分は英語が得意だったんですけど、一般入試だとそれを活かしきれないと感
じていて。ちょうどそのタイミングでこの入試を知って、「これならぴったりだな」と思
いました。大学で留学したいという気持ちも大きかったです。
宮亜武：僕は親が見つけてくれたのが最初なんですけど、調べていくうちに、留学に経
済支援や様々なサポートがあり、副専攻としていろんなことに挑戦できる仕組みが面
白そうだなと感じました。高校生の時って「大学に入ったら何でもできる」って思って
るじゃないですか。その中でも特に広がりがありそうだなと。
栗山：私は主専攻として都市政策をしっかり学びたいという軸があって、それと同時に留
学も実現したいと考えていました。他大学だとどちらかに偏ることが多かったんですが、
ここはその両方ができる環境だったので、自分にとって一番合っていると感じました。
神田：正直、最初は受けるか迷っていました。でも「受けられるならとりあえず挑戦してみ
よう」と思って出願しました。今振り返ると、そのときの決断で、自分の経験の幅がかなり
広がったなと感じています。

髙野：もともと都立大に進学したい気持ちがあって、その中で「大学では絶対に留学し
たい」と思っていました。この副専攻に入れば留学が必須で、いい意味での強制力が
あるのと、同じ目標を持つ仲間と一緒に行けるのが魅力だなと思って出願しました。
福岡：私も高校の頃から留学したい気持ちがありました。それで、自分の英語のスコア
を活かせる入試を探していたときにこの制度を見つけて、「これなら自分の強みをそ
のまま使える」と思ったのがきっかけです。

グローバル人材育成入試に出願したきっかけは？

福岡　奈々　都市環境学部観光科学科　　2022年入学
髙野　弘基　経済経営学部経済経営学科　2024年入学
宮亜武大為　経済経営学部経済経営学科　2024年入学
栗山　栞　　都市環境学部都市政策学科　2024年入学
神田　陸　　人文社会学部人文学科　　　2025年入学
名倉　希衣　人文社会学部人間社会学科　2025年入学

(聞き手：国際センター教授　岡村 郁子)

2026

福岡：私はカナダのセントメアリーズ大学へ留学していました。留学先ではグループワ
ークが本当に多くて。副専攻の授業でディスカッションに慣れていたのがすごく役立
ちました。
神田：僕はこの秋からフランスのリール大学に留学する予定ですが、特定の分野という
よりは、まず「違う環境で学ぶ」ということ自体にすごく期待しています。文化も考え
方も違う中で、自分がどう感じるのかを大事にしたいです。
宮亜武：この秋からイースタンワシントン大学に留学予定です。アメリカでいろんなバ
ックグラウンドの人と一緒に生活する中で、その人たちがどういう価値観で生きてい
るのか、単に知識としてではなく、実際に関わる中で理解したいと思っています。

栗山：私はイギリスのレスター大学へ留学します。多民族社会の中で自分がマイノリテ
ィになる経験をすることが、将来、いろんな人が共生できる社会を考える上で重要な
視点になると思っています。
名倉：昔フランスに住んでいたので、もう一度戻りたいという気持ちでフランス留学を
目指しています。今回は子どもではなく、一人の生活者として、全然違う経験ができる
のが楽しみです。
髙野：母親がイギリス人で、ヨーロッパではすでになじみのある文化が多いので、あえ
てあまり知らない地域に行きたいと思っています。自分が知らない文化や歴史の中に
身を置くことで、新しい価値観に出会えるんじゃないかと期待しています。

皆さんの留学への期待や、留学先での経験について教えてください

栗山：発表やディスカッションが多くて、自分で考えて発信する力が鍛えられたと思い
ます。特に他学部の学生と一緒に取り組むことで、普段とは違う視点に触れられたの
が印象的でした。
名倉：同じように英語力を持って入ってきていても、得意分野が違うので、お互いに学
び合えるのが良かったです。「どうやって勉強してるの？」みたいな会話から、新しい
方法を知ることも多かったです。
宮亜武：一番はやっぱり「人」ですね。いろんなバックグラウンドの人がいて、普通に
大学生活を送っていたら出会えないような人たちと関われるのが面白いです。

髙野：英語が好きな人が多い環境というのも大きかったです。周りに同じ気持ちの人
がいるだけで、モチベーションが全然違うなと感じました。
神田：全員が留学を見据えているので、授業への意識が高いと感じました。同じ目標
を持っているからこそ、緊張感もありつつ、いい刺激になっています。
福岡：留学後にあらためて振り返ると、留学に向けてかなり実践的なカリキュラムだっ
たと思います。特に多様な考え方に触れる経験は、現地でのグループワークでもすご
く役立ちました。

国際副専攻の授業や学びを振り返って、感想はいかがですか？

髙野：まだ日本で働くか海外で働くかは決めていないんですが、どちらにしても、いろ
んな文化の人と関わる仕事がしたいと思っています。その中で一番大事になるのは、
どうやって人と関係を築くかとか、衝突があったときにどう乗り越えるかだと思うので、
副専攻や留学での経験を通して、そういう力をしっかり身につけていきたいです。
栗山：私は将来、街づくりに関わる仕事に就きたいと考えています。実際の現場では、
異なる立場や背景を持つ人たちの意見がぶつかることも多いと思うので、その中でど
う合意形成をしていくかが重要になると思います。副専攻や留学で、多様な人と関わ
る経験を積むことで、相手の立場に立って考えられるようになり、それを将来の仕事に
活かしていきたいです。
宮亜武：僕は最終的には日本を良くしたいという思いがあります。そのために、海外の
良いところや考え方を取り入れて、それを日本に持ち帰る役割ができたらいいなと思
っています。そのためには、まず自分自身が異文化を理解して、いろんな人と関わって
いく力を身につけることが大事だと思うので、留学を通してその基礎を作りたいです。

名倉：私は心理学を学んでいるので、将来的にはヨーロッパを拠点に、日本人向けの
心理サポートのようなことができたらいいなと思っています。そのためにも、英語だけ
でなくフランス語も含めて言語力を高めつつ、多文化の中で人を理解する力を身につ
けたいです。どんな分野に進むにしても、この経験は必ず活きると思っています。
神田：今のところは国内での就職を考えているんですが、留学でいろんな人や価値観
に触れることで、自分自身をより深く理解できるようになると思っています。外に目を
向けるだけでなく、その経験を通して「自分は何ができるのか」「何を大事にしたいの
か」を見つけていくことが、将来に一番活きてくるのではないかと考えています。
福岡：私は留学中に、日本について紹介する機会があって、そのときに「自分の知って
いることを誰かに伝えるのって楽しい」と感じたんです。それがきっかけで、今はそう
いった分野に関わる仕事に興味を持っています。また、副専攻や留学を通して、いろん
な人と自然にコミュニケーションを取れるようになったので、その強みも将来に活かし
ていきたいです。

国際副専攻や留学での学びを、将来どのように活かしていきたいと考えていますか？

栗山：主専攻と副専攻の両立は大変ですが、その分、自分の強みがはっきりと形にな
ります。将来にもつながる経験になると思います。
髙野：留学したい気持ちがあるなら、ぜひ挑戦してほしいです。大学は自由だから
こそ、自分を律する仕組みとしてもいいと思います。
宮亜武：留学は学生のうちにしかできない貴重な経験だと思います。都立大では手厚
いサポートもあるので、その機会をぜひ活かしてほしいです。
名倉：迷っているなら、とりあえず受けてみるのがいいと思います。どんな道に進むに
しても、決して無駄になることはないです。

神田：最初は軽い気持ちでも大丈夫です。挑戦することで、自分でも想像していなかっ
た経験を積むことができます。
福岡：不安でも、一歩踏み出してみると意外となんとかなることが多いものです。まず
はぜひ、チャレンジしてみてください。
岡村：貴重なお話を聞かせていただきありがとうございました。皆さんの言葉が、これ
から挑戦する人の背中を押す大きな力になることと思います。皆さんのますますのご
活躍を心からお祈りしています。

受験生へのメッセージをお願いします

活かし
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